


Jun Sugimoto 原子力の話Ⅱ「ウィーンと京都」

◎◎ 空港送迎や観光は快適なメルセデスベンツで ◎◎
Tel. O676-700 3728（英語＆独語）

＊＊日本語でのご予約はメールでお早めにgekkan@utanet.at（翻訳仲介ボランティア）＊＊
料金例：空港〜ウィーン市内：

ベンツ（３名様まで＋通常スーツケース２個まで）片道€32 〜€35
別車種（４名様まで＋通常スーツケース４個まで）€35 ／５名様の場合は€52

日本語定期観光バス
　　　　　　　　　　　     完全予約制   日本語ご予約

　　　　　　　　　　　　    tel. (01)716 0947
マイバス・センター Net Travel Service Austria
Opernring 1/R-701  A-1010 Wien     ウィーンの森 : 火木土
月〜金 09:00-17:30  tel. 01-71609   市内半日 : 月水金日  他

ウィーン半日市内観光／ウィーンの森半日観光／
ホイリゲとコンサートで楽しむウィーンナイト／
電車と船で行くヴァッハウ渓谷のんびりツアー／
ザルツブルクとザルツカンマーグート／ブダペスト１日

毎日催行完全予約制

日本語観光ツアー
みゅう ウィーン Miki Travel Vienna

その他ミールクーポン、オペラやコンサートの
チケットの予約・販売も致しております。

月〜金 09:00-17:30  tel. 01-310 2188 18

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ウィーンデスク  Franz Jirsa GesmbH
 　　　　　　　　　　　　　　　　　　月～金 / ９：30 ～ 12：30
　　　　　　　　　　　　　　　　TEL: (01) 400 60 128
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   e-mail  y.takamine@viennaticket.at
JR パス、日本語観光バス、各種チケット手配

月刊ウィーン定期購読のご案内
 ◆ 日本で定期購読をご希望の場合は１年分 9000 円（計 12 冊分）を以下にお振込み下さい。
 ◦三菱東京 UFJ 銀行 金沢文庫駅前支店（支店コード 304）口座 0449986（有森トランスレーション）又は
 ◦日本の郵便口座 00210-3-77876（有森トランスレーション）　振込み後、以下にお申し込みください：
　gekkan@utanet.at　又は郵送 K.Fukuda, Wildpretmarkt 1-7, A-1010 Wien  Austria 
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本
年
二
月
二
八
日
、
世
界
保
健
機
構

（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
）
が
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所

事
故
に
よ
る
健
康
リ
ス
ク
の
評
価
に
関

す
る
報
告
書
を
公
表
し
た
の
で
ご
紹
介

す
る
。
こ
の
報
告
書
は
、
事
故
後
半
年

ま
で
に
政
府
が
公
表
し
た
土
壌
や
食
品

中
の
放
射
性
物
質
の
濃
度
な
ど
の
調
査

結
果
に
基
づ
き
、
Ｗ
Ｈ
Ｏ
の
専
門
家
グ

ル
ー
プ
が
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
報

告
書
で
は
、
事
故
の
被
ば
く
に
よ
る
影

響
は
、
最
大
限
に
見
積
も
っ
て
も
住
民

の
ガ
ン
が
増
え
る
恐
れ
は
小
さ
い
と
し

て
い
る
。
事
故
当
時
、一
歳
だ
っ
た
女
の

子
が
被
ば
く
の
影
響
で
生
涯
に
わ
た
っ

て
甲
状
腺
ガ
ン
を
発
症
す
る
リ
ス
ク
は
、

通
常
〇・
七
七
％
で
あ
る
の
に
対
し
て
、

放
射
線
量
が
最
も
高
か
っ
た
浪
江
町
で

〇・五
二
ポ
イ
ン
ト
、
飯
舘
村
で
〇・三
二

ポ
イ
ン
ト
、
そ
れ
ぞ
れ
上
昇
す
る
と
し

て
い
る
。
こ
れ
以
外
の
市
町
村
で
は
、

統
計
的
に
意
味
の
あ
る
リ
ス
ク
上
昇
は

見
ら
れ
な
い
と
し
て
い
る
。
リ
ス
ク
の
過

小
評
価
を
避
け
る
た
め
、
住
民
が
事
故

後
四
ヶ
月
同
じ
場
所
に
住
み
続
け
、
被

ば
く
を
避
け
る
た
め
の
食
品
規
制
を
考

慮
し
な
い
な
ど
、
実
際
よ
り
も
リ
ス
ク

が
高
く
な
る
よ
う
な
条
件
で
も
極
め
て

安
全
と
評
価
し
て
い
る
。

　

報
告
書
の
作
成
に
加
わ
っ
た
放
射
線

医
学
総
合
研
究
所
の
明
石
理
事
は
「
Ｗ

Ｈ
Ｏ
で
は
、
リ
ス
ク
の
過
小
評
価
は
放

射
線
の
影
響
を
見
落
と
す
こ
と
に
つ
な

が
る
た
め
避
け
た
い
と
い
う
考
え
方
が

強
く
、
最
大
の
被
ば
く
を
し
た
と
い
う

想
定
に
立
っ
て
健
康
へ
の
影
響
を
評
価

し
て
い
る
。
実
際
に
は
、
住
民
の
避
難

が
行
わ
れ
た
り
、
放
射
性
物
質
が
基
準

を
超
え
た
食
べ
物
は
出
荷
が
制
限
さ
れ

た
り
し
た
の
で
、
評
価
結
果
の
よ
う
な

被
ば
く
を
し
て
い
る
人
は
い
な
い
と
考

え
ら
れ
る
」
と
指
摘
し
て
い
る
。
そ
の

上
で
、「
こ
う
し
た
過
大
な
見
積
も
り
で

も
放
射
性
物
質
の
影
響
は
小
さ
い
と
い

え
る
が
、
今
後
も
長
期
に
わ
た
っ
て
健

康
へ
の
影
響
に
つ
い
て
調
査
を
続
け
る

必
要
が
あ
る
」
と
話
し
て
い
る
。

　

さ
て
、
今
月
の
ウ
ィ
ー
ン
と
京
都
の

類
似
点
で
は
、
両
市
が
主
催
す
る
マ

ラ
ソ
ン
大
会
に
つ
い
て
述
べ
て
み
た
い
。

ウ
ィ
ー
ン・シ
テ
ィ
マ
ラ
ソ
ン
は
、
ウ
ィ
ー

ン
セ
ン
タ
ー
国
連
ビ
ル
を
ス
タ
ー
ト
し

て
ド
ナ
ウ
川
を
渡
り
、
大
観
覧
車
で
有

名
な
プ
ラ
タ
ー
公
園
内
を
ド
ナ
ウ
運
河

沿
い
に
走
り
、
国
立
オ
ペ
ラ
座
、
シ
ェ
ー

ン
ブ
ル
ン
宮
殿
、
国
会
議
事
堂
、
ウ
ィ
ー

ン
大
学
前
を
抜
け
て
、
王
宮
が
ゴ
ー
ル

と
な
る
コ
ー
ス
で
あ
る
。
世
界
で
最
も

美
し
い
マ
ラ
ソ
ン
コ
ー
ス
と
言
わ
れ
て

い
る
。
フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
の
九
千
人
の
他
、

ハ
ー
フ
、
リ
レ
ー
、
子
供
向
け
の
短
距

離
コ
ー
ス
が
あ
り
、
三
万
五
千
人
が
音

楽
と
芸
術
の
都
を
駆
け
抜
け
る
。
十

キ
ロ
以
上
に
わ
た
っ
て
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
の

メ
ロ
デ
ィ
ー
が
鳴
り
響
く
と
い
う
の
が

ウ
ィ
ー
ン
ら
し
い
。
今
年
の
四
月
十
四

日
に
三
十
周
年
を
迎
え
る
。

　
一
方
、
駅
伝
発
祥
の
地
・
京
都
で
は
、

東
日
本
大
震
災
復
興
支
援
と
京
都
・

日
本
の
活
性
化
を
目
指
し
て
、
昨
年

三
月
十
一
日
に
第
一
回
京
都
マ
ラ
ソ
ン
が

開
催
さ
れ
た
。
コ
ー
ス
は
、
西
京
極
運

動
公
園
を
ス
タ
ー
ト
し
、
桂
川
に
沿
っ

て
、
渡
月
橋
、
天
龍
寺
、
仁
和
寺
、
龍

安
寺
、
金
閣
寺
、
上
賀
茂
神
社
か
ら
京

都
国
際
会
館
を
折
り
返
し
、
鴨
川
右
岸

を
南
下
し
、
銀
閣
寺
か
ら
京
都
大
学
前

を
往
復
し
、
平
安
神
宮
が
ゴ
ー
ル
で
あ

る
。
フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
の
一万
四
千
九
百
人

の
他
、
ペ
ア
駅
伝
、
車
椅
子
競
技
が
あ

り
、
一
万
五
千
百
二
十
人
が
古
都
を
駆

け
抜
け
る
。
山
紫
水
明
の
自
然
を
感
じ

な
が
ら
、
送
り
火
の
五
山
全
て
を
眺
望

で
き
る
の
が
京
都
ら
し
い
。
今
年
は
三

月
十
日
に
第
二
回
大
会
が
開
催
さ
れ
た
。

ウ
ィ
ー
ン
と
京
都
の
コ
ー
ス
は
い
ず
れ

も
、
世
界
遺
産
な
ど
多
く
の
名
所
を
巡

り
景
観
が
素
晴
ら
し
い
こ
と
、
フ
ラ
ッ
ト

で
走
り
や
す
い
こ
と
が
共
通
し
て
い
る
。

　

余
談
で
あ
る
が
、
筆
者
が
ウ
ィ
ー
ン

赴
任
中
、
シ
テ
ィ
マ
ラ
ソ
ン
は
沿
道
で

観
戦
す
る
だ
け
で
、
つ
い
に
走
る
機
会

は
な
か
っ
た
。
今
年
の
京
都
マ
ラ
ソ
ン

で
は
福
島
市
に
住
む
娘
が
出
場
し
、
家

内
と
沿
道
で
声
援
を
送
っ
た
。
抽
選
倍

率
は
約
三
倍
で
あ
る
が
、
来
年
は
親
娘

で
走
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
最
高
で
あ
る
。

両
市
の
マ
ラ
ソ
ン
を
観
戦
で
き
た
幸
運

に
感
謝
し
つ
つ
、
選
手
が
そ
の
前
を
走

る
ウ
ィ
ー
ン
の
国
会
議
事
堂
を
描
い
た

ス
ケ
ッ
チ
を
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

■
杉
本
純

京
都
大
学
教
授
／
元
原

子
力
機
構
ウ
ィ
ー
ン
事
務
所
長
■

杉
本
純
の

原
子
力
の
話
Ⅱ

ウ
ィ
ー
ン
と
京
都 
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■ ECR 放射線会議 ■
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　シュターツオーパーは３月19日、来シーズン（2013 年９
月～ 2014 年６月）のプログラムを発表した。プレミエはプッ
チーニ「西部の娘」10 月５日、モーツァルト「魔笛」11 月
17日、ドヴォジャーク「ルサルカ」１月26日、チレア「ア
ドリアーナ・ルクヴルール」２月26日、ヴァーグナー「ロー
エングリン」４月12日、ヤナーチェク「利口な牝狐の物語」
６月18日。バレエプレミエは「白鳥の湖」３月16日、「ヌ
レエフ・ガラ」６月28日など。ビラゾン「エフゲニー・オネー
ギン」、ガランチャ「薔薇の騎士」、ネトレプコ＆シュロット
＆ベチャラ「ファウスト」、グルベローヴァ「ノルマ」に出演。

■ 新シーズン 2013/14 プログラム発表 ■

　欧州放射線会議 ECR が３月７日から１１日までオースト
リアセンターで開催された。世界百カ国から２万人が参
加する大規模な医学学会。欧州放射線協会の年次会合と
して今年で第 25回目、ウィーンでの開催は１９回目となる。
　採用された論文の国別ランキングは、１位ドイツ（応募
419 件 / 採択 215 件）、２位イタリア（517/201）、３位オ
ランダ（123/81）、４位英国（116/52）、５位米国（89/46）、
６位仏（80/46）、７位オーストリア（82/43）、８位韓国

（99/42）、９位中国（310/31）、10 位スイス（50/30）、
11 位日本（70/29）、12 位ポルトガル（41/25）。

　テアター・アン・デア・ヴィーンは３月 26 日、
来シーズンのプログラムを発表した。バロックオ
ペラ３作、モーツァルトオペラ３作、19 世紀オペ
ラ４作、20 世紀オペラ２作、世界初演１作、創作
バレエ１作が公演される。会見にはモーツァルト

「イドメネオ」11 月3日プレミエ指揮者ルネ・ヤー
コプスやストラヴィンスキー「放蕩者のなりゆき」
９月16日プレミエ出演アンナ・プロハスカも出席
した。新シーズンもアーノンクール、ドミンゴ、グ
ルベローヴァ、ブーフビンダーなどが出演する。


